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鳩
山
幹
事
長
は
、
閉
会
記

者
会
見
に
お
い
て
、
メ
デ
ィ

ア
等
で
は
「
ね
じ
れ
国
会
」

と
称
さ
れ
た
が
、
あ
る
意
味

で
新
し
い
国
会
の
あ
り
方
が

求
め
ら
れ
た
と
の
見
方
も
示

し
、
そ
の
な
か
で
、
六
十
八

本
の
議
員
立
法
を
提
出
し
て

民
主
党
主
導
で
十
四
本
の
法

案
を
成
立
さ
せ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。
（
別
表
・

参
照
）
ま
た
、
国
家
公
務
員

制
度
改
革
基
本
法
案
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
、
政
府
案
を

大
幅
に
修
正
さ
せ
民
主
党
の

思
い
を
ほ
ぼ
乗
せ
た
形
で
成

立
さ
せ
た
例
も
あ
る
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
参
議
院
で
民

主
党
が
多
数
派
を
占
め
た
こ

と
で
、
人
道
的
な
法
案
を
含

め
、
国
民
の
声
を
反
映
す
る

形
で
成
立
し
た
法
案
が
多
数

あ
る
と
説
明
。「
反
対
ば
か
り

の
野
党
と
は
ま
る
で
違
う
。

政
府
に
修
正
を
求
め
、
成
立

さ
せ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な

新
し
い
国
会
に
な
り
つ
つ
あ

る
」
と
語
り
ま
し
た
。 

大島九州男ホームページ ＝活動ブログも随時更新中！<http://kusuo-o.net>  

 

一
月
十
五
日
に
閉
会
し
た

臨
時
国
会
の
す
ぐ
三
日
後
の

一
月
十
八
日
に
召
集
さ
れ
た

通
常
国
会
が
、
六
月
二
十
一

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。 

 

今
国
会
は
、
①
道
路
特
定

財
源
と
ガ
ソ
リ
ン
税
（
揮
発

油
税
）
の
暫
定
税
率
に
お
け

る
道
路
特
定
財
源
改
革
②
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止

③
消
え
た
年
金
５
千
万
件
に

つ
い
て
も
、
幕
引
き
を
さ
せ

な
い
様
に
踏
ん
張
り
ま
し

た
。
そ
し
て
国
会
終
盤
に
は
、

民
主
党
主
導
に
よ
り
「
憲
政

史
上
初
め
て
総
理
大
臣
問
責

決
議
案
を
参
議
院
で
可
決
」

さ
せ
、
さ
ら
に
は
衆
院
山
口

２
区
補
欠
選
挙
、
沖
縄
県
議

選
に
お
い
て
も
民
主
党
が
勝

利
を
収
め
る
等
、
い
よ
い
よ

政
権
交
代
へ
の
機
運
の
高
ま

り
が
感
じ
ら
れ
る
国
会
で
も

あ
り
ま
し
た
。 

○民主党の法案あるいは政策に与党が歩み寄りした法案（１４法案） 

○ 
携帯音声通信事業者による契約者等の本人確認及び携帯音声通信
役務の不正な利用の防止に関する法律案 

○ 地方自治法の一部を改正する法律案 

○ 
青少年が安全に安心してインターネットを利用できる環境の整備に関
する法律案 

○ 宇宙基本法案 

○ 
オウム真理教犯罪被害者等を救済するための給付金の支給に関する
法律案 

○ 
介護従事者等の人材確保のための介護従事者等の処遇改善に関す
る法律案 

○ 原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律の一部改正案 

○ ハンセン病問題の解決の促進に関する法律案 

○ 
性同一障害者の性別の取り扱いの特例に関する法律の一部を改正す
る法律案 

○ 地震防災対策特別措置法改正案 

※ 
障害のある児童及び生徒のための教科書用特定図書等の普及の促
進等に関する法律案 

○ 研究開発力強化法案 

○ 生物多様性基本法案 

○ 石綿による健康被害の救済に関する法律の一部改正案 

 

三
月
十
八
日
に
大
島
九
州
男
自
身
が

法
案
提
出
者
と
し
て
、
小
幡
幹
雄
参
議
院

事
務
総
長
に
「
教
科
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法

案
」
を
提
出
し
ま
し
た
。 

こ
の
法
案
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
の
学

ぶ
機
会
を
保
障
す
る
観
点
か
ら
、
国
と
教

科
書
会
社
が
拡
大
教
科
書
発
行
に
責
任

を
持
つ
と
い
う
よ
う
に
制
度
改
革
を
行

う
と
い
う
も
の
で
す
。 

そ
の
後
、
本
法
案
を
ベ
ー
ス
に
与
野
党

協
議
を
行
い
、
「
障
害
の
あ
る
児
童
お
よ

び
生
徒
の
た
め
の
教
科
書
用
特
定
図
書

等
の
普
及
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
案
」

と
し
て
超
党
派
議
員
立
法
を
提
案
。 

そ
し
て
参
議
院
を
経
て
六
月
十
日
に

衆
議
院
で
可
決
・
成
立
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
間
、
文
部
科
学
省
は
拡
大
教
科
書

の
作
成
体
制
を
充
実
さ
せ
る
方
針
を
決

め
、
四
月
二
十
五
日
、
教
科
書
会
社
に
「
拡

大
教
科
書
の
発
行
を
促
し
、
よ
り
円
滑
な

供
給
を
目
指
す
た
め
の
検
討
会
議
」
を
発 

○民主党の主張を踏まえた修正を行い可決した政府提出法案（８法案） 

○ 地方交付税法の一部を改正する法律案 

○ 国土交通省設置法等の一部を改正する法律案 

○ 
感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律及び検疫
法の一部を改正する法律案 

○ 地球温暖化対策の推進に関する法律の一部を改正する法律案 

○ 電波法の一部を改正する法律案 

○ 学校保険法等の一部を改正する法律案 

○ 国家公務員制度改革基本法 

○ 少年法の一部を改正する法律案 

 

そ
し
て
小
沢
代
表
も
両
院

議
員
総
会
に
て
、
こ
の
国
会

を
振
り
返
り
「
参
議
院
で
過

半
数
を
我
々
に
与
え
て
く
れ

た
国
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
に

一
〇
〇
％
と
は
言
わ
な
い

が
、
努
力
し
て
充
分
に
応
え

ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
」
と

評
価
す
る
と
と
も
に
、
解

散
・
総
選
挙
に
つ
い
て
「
秋

以
降
、
中
国
、
ア
メ
リ
カ
を

含
め
て
大
き
く
変
化
す
る
。

外
需
頼
み
の
経
済
、
ア
メ
リ

カ
頼
み
の
外
交
と
い
う
運
営

は
困
難
に
な
る
。
９
月
以
降
、

暮
れ
か
ら
年
明
け
に
総
選
挙

は
必
ず
行
わ
れ
る
可
能
性
が

強
い
」
と
し
た
う
え
で
、「
全

員
野
球
で
政
権
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
、
選
挙
態
勢
を
急
ぐ
よ
う

檄
を
と
ば
し
ま
し
た
。 

第１６９回通常国会において民主党が法文化した８６法案のうち、

６８法案を国会に提出。その中で１４法案を成立させた。 

また、政府提出の８法案を民主党の主張を踏まえた修正を行なっ

た上で可決させた。 

○第 169 回通常国会の民主党議員立法活動の概観○ 

両院議員総会において 

済
な
ど
を
基
本

理
念
と
し
て
盛

り
込
ん
だ
「
学

校
安
全
対
策
基

本
法
案
」
を
五

月
二
十
七
日
に

大
島
九
州
男
自

身
が
法
案
提
出

者
と
し
て
参
議

院
に
提
出
し
ま

し
た
。 

足
さ
せ
ま
し
た
。 

大
島
九
州
男
の
取
り
組
み
が
一
歩
前
進

し
た
瞬
間
で
し
た
。 

  

ま
た
、
こ
の
法
案
の
他
に
、
学
校
の
管

理
下
で
の
①
地
震
・
火
災
等
の
災
害
②
実

験
や
登
下
校
中
で
の
事
故
③
犯
罪
行
為

④
施
設
設
備
か
ら
の
有
害
な
物
質
の
発

生
な
ど
を
原
因
と
す
る
、
児
童
生
徒
が
心

身
に
受
け
る
被
害
の
未
然
防
止
・
拡
大
防

止
・
通
常
の
学
校
生
活
の
回
復
・
被
害
救 


